
会議の記録

会議の録画はストレージサーバの領域を消費します。この項では、ストレージサーバのしきい

値、アラーム、ストレージサーバ領域の会議の録画による消費量、および古い録画を消去する

プロセスについて説明します。

• 会議の録画のストレージ要件, 1 ページ

• システムのバックアップファイルのストレージ要件, 2 ページ

会議の録画のストレージ要件
任意の容量のストレージサーバを設定できます。保存される Cisco WebEx録画の数は、設定され
ている記憶域の量によって異なります。

ユーザが録画に削除のマークをつけると、その録画は即座にユーザインターフェイスから利用で

きなくなります。ストレージには 3～ 6か月間保持されます。したがって、ユーザによって削除
のマークが付けられていても、最大 6か月間録画をコピー、バックアップ、または使用すること
ができます。（ユーザが誤って [Cisco WebExミーティングの録画（Cisco WebEx Meeting
Recordings）]ページから録画を削除したが、その録画がネットワークファイルシステム（NFS）
のストレージサーバに保存されている場合は、Cisco Technical Assistance Center（TAC）に連絡し
て録画を回復してもらう必要があります）。

システム上の録画が 3か月間で割り当てられた領域の 75パーセントを超えて消費しない場合、録
画は 6か月後に削除されます。録画が 3か月間のいずれかの時点で割り当てられた領域の 75パー
セントを超えて消費すると、システムはユーザによって削除の設定がされている最初の 10個の
ファイルを自動的に削除します。

たとえば、ユーザが今日は2個のファイルを削除し、明日は5個のファイル、明後日は9個のファ
イルを削除することを識別しているとします。ストレージの使用率が75パーセントのしきい値を
超過すると、システムは 3か月後に最初の 2個のファイルを削除し、次の 5個のファイルを翌日
に削除し、それ以降、削除のマークが付けられた 9個のファイルのうちの最初の 3個が削除され
ます。

組織で 6か月を超えて会議の録画を保存する必要がある場合は、録画を定期的に他のメディアに
アーカイブします。
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次の表は、1時間の録画に必要な記憶域の容量の見積もりを示しています。これらの値は、6か月
間の会議を録画するためにシステムが必要な記憶域の容量を見積もるのに役立ちます。

1 時間の会議の録画に必要なおおよその記憶域会議の内容

36 MBアプリケーション共有

30 MB音声

104 MB180pビデオ

337 MB360pビデオ

Webカメラビデオは、会議の録画の元の解像度で保存されます。ただし、録画を再生するとき
は、ビデオの解像度は 180pビデオに制限されます。

システムのバックアップファイルのストレージ要件
システムのバックアップ（会議の録画を含まない）に必要なストレージ容量の一般的な推奨値は、

少なくとも 900 MB、または最大 3つのシステムバックアップファイルを格納するのに十分な容
量です。システムは自動的に古いバックアップファイルを削除し、最新のバックアップのみを保

存します。

バックアップに必要な記憶域を決定するときの検討事項：

•ユーザ数

• 1日に開催される平均会議数

•データベースのサイズ（時間とともに増加します）

• HA展開では、ネットワークの遅延やデータの複製中のシステム負荷が高いために、トラン
ザクションジャーナルの転送にラグが生じる可能性があります。これにより、バックアップ

ファイルのサイズが増大する可能性があります。

ダッシュボードには、システムバックアップに必要なストレージの概算が表示されます。指定さ

れたバックアップサイズの少なくとも 3倍のスペースをストレージサーバに確保してください。
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